
実施年度：令和 6年度 

さわやかちば県民プラザ主催事業等実施報告 

 

実施日 令和６年 1１月２７日(水)～令和６年１２月４日（水） 

事業名 千葉県特別支援学校作品展 

趣 旨 

 次世代へ光輝く「教育立県ちば」プランに基づく特別支援教育の推進に向けて、特別支

援教育及び特別支援学校について広く県民に対して理解・啓発を図るとともに、特別支

援学校に在籍する児童生徒が作品を発表する場とし、県民と特別支援学校生徒との触

れ合いをとおして、共生社会実現の一助とする。 

会 場 さわやかちば県民プラザ １階県民ギャラリー、２階回廊ギャラリー及びアゴラ 

対 象 どなたでも 

申込方法 なし 

募集定員 なし 募集期間  

参加者数 ４５３名 参加費用 無料 

講師 等 なし 

実施内容 

主催：千葉県特別支援学校長会 さわやかちば県民プラザ 

参加人数：４５３名 

日程：搬入：１１月２６日（火） 

展示：１１月２７日（水）～１２月４日（水） 

搬出：１２月４日（水） 

物品販売：県立湖北特別支援学校 11月２９日（金）９時～１１時３０分 

     

参加者 

アンケート 

【満足度 １００％】 

○全作品すばらしく、将来のアーティストが生まれるのではないかと思いました。 

○小学校で特別支援学級を担当しているので、子どもたちに作業させる内容を考えるき

っかけとなるので、毎年楽しみにしています。 

○毎年見に来ておりますが、様々な学校の作品を見させていただき、とても楽しかった

です。子どもたちの作品これからも楽しみにしています。 

○個性いっぱいの作品にとても癒されました。また機会があれば見に行きたいです。 

○それぞれの児童生徒の皆さんの力作を堪能させて頂きました。これだけの作品を完成

させるご指導、ご支援をして下さっている先生方に頭が下がる思いです。来年も楽しみ

にしています。 



○もう少し宣伝してより多くの人に見てもらえると良いと思います。 

○それぞれの作品を見て、先生方の努力を感じました。 

担当者の 

所感 

【成果】 

・本事業の趣旨については、特別支援学校の児童生徒の作品を通じて、各特別支援学

校の取組を知り、理解する機会となった。 

・特別支援教育関連情報コーナーを通じて、共生社会実現に向けて考える機会となっ

た。 

・県内特別支援学校紹介パネルの展示を通して、各学校での取り組みや特徴などを知る

機会となった。 

・県立湖北特別支援学校による物品販売会を通して、特別支援学校の生徒と県民が直

接触れ合う機会となり、特別支援学校についての理解を深め、共生社会実現の一助とす

ることができた。 

【課題・今後の方向性】 

・今回、事務局校との行き違い（参加校数、物品販売の有無）が散見された。事務局校も

輪番で担当のため、引継ぎなど難しい部分もあるが、当所での記録なども活用しなが

ら、事務局校との連携を密にし、情報共有を徹底する必要がある。 

・来場者把握のため、受付を１階のみとし、２階入口は封鎖したが、エレベーターを利用

する方への配慮に欠けていた。掲示などでエレベーターを利用し、２階からの入場をご

案内できるようにする。 

・所内に特別支援学校の作業製品紹介コーナーを設置し、作品展開催毎に製品を入れ

替えていただく形をとることで、所内で特別支援学校の活動に触れる機会とする。 

・来場者から大変好評な事業であるため、より多くの県民の方に来場していただき、特別

支援学校の取組などについての理解を深めてもらうよう、広報などを積極的に行う。 

 


